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[1] T を R 上の緩増加関数とする．このとき，xT , T ′ も緩増加超関数であること
を示せ．(このことは 12/17 の授業で「簡単にわかる」と言って証明なしに使ったこ
とです．定義や基本性質を使って証明してください．)

[2] (1)
∑

n∈Z δn が R 上の超関数として収束することを示せ．
(2)

∑
n∈Z δn が R 上の緩増加超関数であることを示せ．

(3)
∑

n∈Z δn の Fourier 変換を求めよ．

[3] x ∈ R に対し，

sgn x =


1, if x > 0,
−1, if x < 0,
0, if x = 0,

と定める．
(1) sgn (sin x) は R 上の緩増加超関数であることを示せ．
(2) sgn (sin x) の Fourier 変換を求めよ．


